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柳沢遺跡の調査成果

‐弥生時代を中心に‐

長野県埋蔵文化財センター 鶴田典昭

１ 柳沢遺跡の概要

（1）立地と遺跡範囲

千曲川の東岸、夜間瀬川との合流点の北側に広がる。平坦地が偏狭となり、なお、明

治時代の夜間瀬川は現在より南側で千曲川と合流しており、夜間瀬川の流路は移動し

ている。遺跡範囲は南北 800m、東西 600m となる（第 1 図）。

（2）文献に記された柳沢遺跡

『下高井郡誌』（T11）、『下高井』（S28）、『中野市誌』（S56）、『柳沢区史』（H4）など

に出土遺物や古墳（小丸山古墳、塚穴古墳、八幡塚古墳）の記述がみられる。

・字屋敷添：県道工事（明治末期）、長野電鉄線工事（T13）
で縄文時代、弥生時代の土器石器多数出土。長さ 6
㎝の勾玉（T11 年出土）。 

・字塚穴：塚穴古墳の近くで H 元年土器片と扁平片刃石斧が

出土（右写真：「柳沢区史」より）

（3）柳沢遺跡の発掘調査

・H18 年～H20 年（築堤地点）：縄文時代～近世の遺物・遺構を確認。青銅器埋納坑発見。

・H28 年～H29 年（県道地点）：縄文時代～近世の遺物・遺構を確認。

２ 築堤地点の調査成果（弥生時代について）

（1）主な遺構（弥生時代）

・竪穴住居跡 6 軒（中期後半 5、後期 1）。
・礫床木棺墓群 2 か所。土器棺墓 1 基。

・青銅器埋納坑 1 基。 埋納時期は栗林式及び吉田式併行期に収まる。

・長方形土坑（土器廃棄土坑）1 基。

・水田跡と溝跡。溝跡は水田用水であり、住居域との境。

・土坑群と溝跡。焼土跡 2 基。土器集中 4 か所

（2）主な遺物（弥生時代）：青銅器など弥生時代の遺物が重要文化財指定。

・土器（栗林式・吉田式・箱清水式）：基本土層Ⅵ層が包含層

・石器・石製品（管玉、勾玉）

・青銅器（銅鐸 5 点、銅戈 13 点）

（3）青銅器埋納坑と銅鐸・銅戈について

・柳沢遺跡の青銅器は①いつ何処で作られ、②いつ誰が持ってきて、③どのように使われ、

④いつ埋納したのか。

３ 県道地点の調査成果（弥生時代について）

・弥生水田用水路（SD91：3 号溝の続き）を覆う吉田式期と思われる洪水砂を検出し、水

田が築堤地点 1 区の南側にも広がることを確認した。

・青銅器埋納坑の南側に栗林式期の竪穴住居跡と考えられる遺構を検出した。

４ 今後の調査・研究に向けて 柳沢遺跡の全体像を探ることが今後の課題。

（『柳沢区史』より） 
（『下高井郡誌』より） 
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第 1 図 柳沢遺跡全体図 
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第 2 図 柳沢遺跡の青銅器埋納坑と銅鐸・銅戈 

第 1 図 柳沢遺跡全体図 
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表 1 柳沢遺跡弥生時代遺構の消長 

第 3 図 柳沢遺跡の遺構と土器 
特異な特徴がある土器 シカ絵土器 

長方形土坑 
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第 4 図 栗林式土器編年図（石川日出志 2012 より） 
表 1 柳沢遺跡弥生時代遺構の消長

第 3 図 柳沢遺跡の遺構と土器

特異な特徴がある土器シカ絵土器

長方形土坑
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第 5 図




